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125年生国光の結実 

収
穫
は
、
満
開
後
日
数
を
目
安
と
し
て
、

「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
専
用
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
利
用
し
判
定
し
ま
す
。 

 
 

①
「
満
開
55
日
後
頃
」
を
収
穫
始
め
と

し
、
着
色
指
数
「
５
」
以
上
の
果
実
を
収
穫

す
る
。 

 
 

②
「
満
開
60
日
後
頃
」（
収
穫
最
盛
期
）

以
降
は
、
指
数
「
４
」
以
上 

の
果
実
を
収
穫
す
る
。 

 
 

③
指
数
「
６
」
に
達
し
た 

果
実
は
過
熟
で
日
持
ち
が
著 

し
く
劣
り
、
流
通
に
は
不
向 

き
な
の
で
規
格
外
と
し
て
即 

売
用
等
に
向
け
る
（
図
１
）。 

 

な
お
、
果
皮
色
を
判
定
す 

る
際
は
、
着
色
が
中
庸
な
部 

分
で
行
い
、
直
射
日
光
を
避 

け
て
明
る
い
日
陰
で
比
色
す 

る
。 

  

り
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【
り
ん
ご
の
新
梢
長
穂
接
ぎ
】 

こ
の
高
接
ぎ
技
術
は
６
月
か
ら
７
月
で

も
可
能
な
の
で
、
雪
害
で
失
っ
た
成
り
枝
の

回
復
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。 

手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
実
施
時
期
は
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬

が
最
適 

②
穂
木
は
健
全
で
充
実
し
た
新
梢
を
使
う
。 

③
葉
柄
に
葉
を
少
し
残
し
て
切
り
、
木
質
化

し
た
部
分
を
使
う
。 

④
穂
木
を
く
さ
び
形
に
削
る
。
皮
部
に
接
す

る
側
は
長
め
に
削
る
。 

⑤
接
ぎ
木
す
る
箇
所
を
「
コ
の
字
」
か
「
Ｔ

字
」
に
切
皮
す
る
。 

⑥
木
質
部
と
樹
皮
の
間
に
穂
木
が
止
ま
る

ま
で
差
し
込
む
。 

⑦
隙
間
を
癒
合
剤
で
埋
め
、
接
ぎ
木
テ
ー
プ

等
で
固
定
す
る
。 

【
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」 

適
期
収
穫
・
目
揃
い
研
修
会
】 

県
南
会
場
は
、
６
月
17
日
に
五
戸
会

場
（
県
南
果
樹
部
）
、
名
川
会
場
（
蹴
揚

福
男
氏
園
）、
南
部
会
場
（
留
目
秀
樹
氏

園
）
の
３
か
所
（
出
席
者
119
名
）、
津
軽

会
場
は
６
月
19
日
に
当
研
究
所
（
出
席

者
40
名
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
会
場
も
西
舘
研
究
管
理
員
が
令
和
７

年
産
の
適
期
収
穫
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。 

 

特
に
令
和
５
年
産
や
令
和
６
年
産

で
は
、
収
穫
期
の
高
温
に
よ
り
果
実
の

着
色
が
遅
れ
、
糖
度
は
上
が
っ
て
い
る

が
、
着
色
の
出
荷
基
準
を
満
た
さ
な
い

も
の
が
多
く
、
着
色
を
待
つ
こ
と
で
過

熟
果
や
ウ
ル
ミ
果
の
発
生
が
見
ら
れ
、

収
穫
適
期
を
逃
す
こ
と
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
当
面
の
対
策
と
し
て
、
高
温

障
害
の
出
や
す
い
樹
・
部
位
か
ら
優
先

的
に
収
穫
す
る
こ
と
。
ま
た
、
連
棟
ハ

ウ
ス
で
は
谷
部
分
の
ビ
ニ
ー
ル
等
を

ま
く
り
上
げ
、
換
気
を
す
る
こ
と
（
防

鳥
対
策
必
須
）
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

図１ 「ジュノハート」過熟果 

    （上段：過熟、指数６  

    下段：適熟、指数４～５） 

適
熟 

過
熟 

ＱＲコード:(株)デンソーウェーブの登録商標 

作業手順は、青森県産業技術セ

ンターの Youtube 公式チャンネ

ルに掲載しています。 

カラーチャートの利用方法を

説明する西舘研究管理員 
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【
摘
果
】 

６
月
18
日
、
恒
例
の
全
職
員
に
よ
る
摘

果
デ
ー
を
猛
暑
の
中
、
開
催
し
ま
し
た
。  

さ
て
、
ご
存
じ
の
と
お
り
間
も
な
く
、

り
ん
ご
の
花
芽
が
作
ら
れ
る
時
期
に
な

り
ま
す
。「
ふ
じ
」
の
花
芽
分
化
率
が
50
％

を
越
え
る
時
期
は
７
月
中
旬
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
１
）
。 

   
 
 

「
ふ
じ
」
の
開
花
率
（
全
県
）
は
、「
ふ

じ
」
の
花
芽
分
化
が
起
こ
る
７
～
８
月
の
平

均
気
温
が
高
い
ほ
ど
翌
年
の
開
花
率
が
低
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。 

ま
た
、
７
月
に
12
℃
（
夜
温
）
～
20
℃

（
昼
温
）
、
17
℃
～
25
℃
及
び
22
℃
～

30
℃
の
３
区
の
処
理
を
し
た
試
験
で
は
高

温
区
ほ
ど
花
芽
分
化
率
が
低
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す(

図
表
省
略)

。 

こ
れ
ら
は
、
夏
季
の
気
温
が
高
い
ほ
ど
、

花
芽
の
形
成
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。 

摘
果
強
度
と
花
芽
形
成
の
関
係
を
み
る
と

摘
果
強
度
が
強
い
ほ
ど
（
４
頂
芽
に
１
果
、

５
頂
芽
に
１
果
）
翌
年
の
花
芽
率
が
高
ま
り

ま
す
（
図
３
）
。 

気
象
の
影
響
を
最
小
限
に
し
、
毎
年
安
定

し
た
収
量
を
得
る
た
め
に
は
、
基
本
技
術
の

励
行
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
樹
冠
内

部
ま
で
光
が
届
く
枝
の
配
置
と
す
る
こ
と
、

早
期
に
適
正
な
着
果
量
と
す
る
こ
と
、
必
要

以
上
に
樹
勢
を
強
く
し
な
い
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
自
園
の
状
況
を
振
り
返
り
、

基
本
的
な
対
策
を
日
頃
か
ら
実
施
す
る
よ
う

心
が
け
て
下
さ
い
。 

  
 

 
 
 

 

注) 気温：1970～2024 年(2008、2009 年を除く)の 51 年、りんご研究所観測。 

  開花率：1971～2025年(2008、2009 年を除く)の 51 年、県全体、県りん

ご果樹課調べ。 

 
編
集
後
記 

 

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
、
サ
ン
タ
・

カ
タ
リ
ー
ナ
州
政
府
ご
一
行
が
来
所

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
良
い

記
事
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
同
州
に
つ
い

て
、
知
ら
な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

同
州
と
の
交
流
は
、
り
ん
ご
が
取
り

持
つ
縁
で
始
ま
り
、
昭
和
55
年
10
月

23
日
に
青
森
県
と
友
好
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。 

そ
の
始
ま
り
と
は
、
昭
和
46
年
、
後

沢
憲
志
氏
（
元
苹
果
試
験
場
栽
培
科

長
、
後
に
長
野
県
果
樹
試
験
場
長
）
が

り
ん
ご
の
栽
培
適
地
か
ど
う
か
を
検

証
し
た
上
で
栽
培
技
術
な
ど
の
指
導

を
し
た
こ
と
で
、
以
降
、
福
島
住
雄
氏

（
元
場
長
）
を
は
じ
め
数
名
の
当
所

（
試
験
場
）
の
研
究
員
が
国
際
協
力
事

業
団
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
、
サ
ン
ジ
ョ

ア
キ
ン
試
験
場
等
に
滞
在
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
生
が

当
所
に
派
遣
さ
れ
て
も
い
ま
す
。 

現
在
、
同
州
は
り
ん
ご
の
一
大
産
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
Ｆ
） 

図１ 「ふじ」の時期別花芽分化率 

（1984～1986年、りんご試） 

 

 

図３ 「ふじ」の摘果強度と花芽形成 

（1986年、りんご試） 

 

 

図２ ７～８月の気温と翌年の「ふじ」開花率 


